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	1. 新たな社会動向に関して、緑が使われることが重要である点 を国が示した点が重要である。立川市の緑が十分使われているかというと疑問があり、緑がどのように役立つか、使われるかという視点を重視すべき。 【第１回協議会意見】
	2. 民間との連携や幅広い分野を巻き込んだ資金調達について検討すべき。 【第１回協議会意見】
	3. 市民への情報発信についてさらに工夫が必要である。全て行政任せではなく、自治会など地域主導で行ってもよいのではないか。 【第２回協議会意見】
	4. 市民団体への支援に関して考えはあるか。 【第２回協議会意見】
	5. 民有地の樹林の保全が課題である。 【第２回協議会意見】
	6. 玉川上水の樹木の維持管理の方針をどうすべきか。 【第１回協議会意見】
	7. 農地の利活用の事例を把握するとともに、常時、災害時の利活用のあり方や農地についての市民への発信方法を検討すべき。 【第１回、第２回協議会意見】
	8. 公園や農地の災害時の避難場所としての機能や農地の地産地消としての機能、及び緑の存在価値に着目し、発信すべき。 【第１回、第２回協議会意見】
	9. 骨格となる緑の保全とネットワークの形成について市民に伝わるようにすべきである。具体策がわかりにくい。また、都や周辺市の上位計画や連携策の事例紹介が重要である。  【第１回、第２回協議会意見】
	10. 市民アンケートの調査票について。
	緑のネットワークについて伝わるようにすべき。 【第１回協議会意見】
	市民に何ができるかではなく何が必要か聞けるとよい。 【第１回協議会意見】
	グリーンインフラの考えの下で社会課題について聞く際にはわかりやすく聞くべき。 【第１回協議会意見】
	11. 市民アンケートの解釈について。
	地域ごとや世代ごとなどのクロス集計をふまえ多様なニーズに対応した検討を行うべき。 【第２回協議会意見】
	市民がどのような公園の規模を想像して回答していただいているかが把握しづらい。 【第２回協議会意見】
	定住意向は、緑以外の要因も大きいのではないか。 【第２回協議会意見】
	立川公園などは市民以外の利用も多いはずだが、アンケートでは市民以外のニーズが把握 できていない。 【第２回協議会意見】
	12. 施策の評価において、とりまとめの内容が細かすぎることから、より根本的な課題を整理すべき。 【第２回協議会意見】
	13. 計画策定プロセスでの他部局との連携を行わなければ、現在の連携状況からの課題しか得られないのではないか。 【第２回協議会意見】
	14. 上位関連計画等のレビューをふまえた課題や計画改定の方針とすべき。 【第２回協議会意見】
	15. 系統計画を意識していけるとよい。 【第１回協議会意見】
	16. 現行計画の方針について、方針２「緑を守り生かす」、方針１「緑と人のつながりを育み生かす」、方針３「緑の豊かさを高め生かす」の順ではないか。方針２は「守ってその恵みを活かす」表現とできるとよい。方針３は豊かさを「活かす」という表現でよいのではないか。 【第２回協議会意見】
	17. 計画指標について。【第２回協議会意見】
	計画の指標を、質的なものを含め多様なものとできるとよい。
	５年程度を目安とする等、指標を細かく整理するとよい。
	指標は議会等で説明する時に必要になるが、同時に但し書き等で質的な状況にも触れ、指標が達成できなかったとしても、市民にとってより良い環境になったということを説明できれば問題ない。
	18. 維持管理については具体的な実施状況を示した上での解決策を提示すべき。 【第２回協議会意見】

